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本書は,著者 PJ.Wilsonが,HRAF(Human

RelationsAreaFiles)の援助で行なった調査の報

告書で,HRAFPressからペーパーバ ックで出さ

れている｡サブタイ トルからも想像できるように,

マレー半島における一つのマレー人村落に着目し,

住民の価値観の分析を通して,村落開発の問題点を,

どちらかと言えば一般読者を対象として論じている｡

調査地は,Selangor州のゴム栽培を主菜とする

マレー人農村 Jendram Hilirで,著者はこれを西

海岸ゴム栽培地域における典型的な村の一つと考え

ている｡調査期間は,1964年9月から1965年4月ま

でであるc

lntroduction,Acknowledgmentsに続いては

じまる本文は,ChapterlからChapter4に至る

見出しのない四つの章からなり,最後にConclusion

が書かれている｡

第 1章において,著者はまず多民族国家としての

マレーシアの歴史,および調査村の歴史を略述し,

このような背景の中で,マレー人村民が接触する他

民族,すなわち中国人,インド人がどのようにステ

レオタイプ化して捉えられているかを述べる｡

第2章では,前章をうけて,マレ-人村民と外部

の社会との接触のしかたを論じ,彼らが外部の文化

を知っており,ときにはそれに参与することもある

が,全体として自分自身の文化に固執していること

を指摘する｡

第3章は,このような態度を経済生活の中にみよ

うとするものである｡主生業であるゴム栽培は,本

来の生業である稲作,漁労などと異なって,金を稼

ぐために外部から導入されたもので,栽培に関する

儀礼なども全 く欠いており,労働としては低 く評価

されていることなどを論ずる｡

第4章では,村人の外界に対する反応の基盤を形
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成する村内の社会関係と村の社会生活の構造を論ず

る｡

そして,結論の章で,再びこのようなマレー村落

における近代化のうけ入れの困難さを指摘し,それ

をいかに方向づけるべきかを示唆する｡

以上のような構成をもっこの書物は,専門的なモ

ノグラフとしてみるときには,重要な指摘をしばし

ば認めることができる反面,ほとんどが叙述に頼っ

ており,分析の基礎となった詳しいデータが示され

ていないために,やや頼りなさが感じられるかもし

れない｡ しかし,一般読者にとっては,生活の変動

に直面するマレー人農民の姿を理解する上に,非常

に興味深い書物である｡ (坪内艮博)

ピア ･アヌマ- ン ･ラーチャ トン著,河部
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本訳書は,88才の高齢をもって,今日なお,精力

的に研究成果を発表し続けている,タイ国の碩学,

PhyaAnumanRajadhon 博士 の労 作 Chiwit
khongChawna.Bangkok,1953の全訳である｡
原著は,タイ国人口の85%以上を占める米作農民

の,水稲耕作を中心とする1年間の生活のサイクル

を,きわめて克明に記述したもので,タイ国農村研

究者必読の文献としてつとに定評があり,1955年,

Michigan大学の William ∫.Gedney教授によ

って英訳されている｡

内容は,都会と田舎の得失を論じた第 1章にはじ

まり,田づ くり,田の堅き返し,把 (まぐわ)かけ

と田植え,豊作と不作,稲の出穂と結実の頃,田の

動物や植物,稲刈り,脱穀,脱穀場の儀礼,その他

の11章より成る｡著者の執筆態度は,ひとえに記述

的であって,分析はほとんど加えられていないが,

水田,各種の様態,使用農具の解説,撃耕,播種,
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